
4.1 両審判の責任と協力

1. 　両審判は，コート上の10人のブレイヤーがどこにいるかをつねに把捉するために，

コート上の広い範囲に絶えず目を配る努力をしていなければならない.

　

3. ボールがどこにあるかを把握していることとボールを見ていることは同じではない．

4. 　両審判がほとんど同時にファウルの笛を鳴らしたときは、(ダブル・ホイッスル）

すぐに次の動作に移るのではなく、相手審判を注意深く見てアイ・コンタクトを

取り合うようにする．

　　両審判がほとんど同時に侑を鳴らしたときは，原則としてそのプレイの近くに

　いたほうの審判が判定を示す．

5. 　審判がファウルやヴァイオレイションを判定するときには、主審と副審

の間には区別がなく、主審の判定が副審の判定よりも優先するということ

はまったくない.（上級審判が正しい場合が多い）

　また，判定をくだすことについては、年齢の若い審判や経験の少ない審判も、経験

の豊富な審判とまったく同じ権限をもつ.

　したがって，各自の判定基準は、それぞれの確認に基づいて各自の責任において

決めなければならないが．どのような場合でも、相手審判との協力とチーム・ワーク

を欠かすことはできない.
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4.2 　コート上の責任範囲区分（図30）

1. 　通常行われているバスケットボールの審判法としては，一方の審判がボ

ールとその周辺の“オン・ザ・ボール（on-the-ball)”のプレイを，相

手審判はボールのないところの“オフ・サ・ボール(off-the-ball)”の

プレイを責任をもって見るという方法が近代的であり、このときも

両審判の協力が必要とされている．

2. 　両審判は，それぞれの責任範囲で正確な判定を適切にくだすことがで

きるように、このマニュアルにガイド・ラインとして述ぺられている審

判のメカニックを用いて，フレイを判定するのにもっともよい位置を探

しつづけていかなければならない．

3. 　その際の審判の責任範囲をわかりやすく考えるために，ハーフ・コート

を図30に示すように６つに区分し，それぞれエリア１～エリア６

とよぶことにする．

① ② ③

＜ 審 判 マ ニ ュ ア ル 参 考 例 ＞
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4. 　このマニュアルでは、まず最初に、トレイル・オフィシャルがこ

　の６つのエリアの区分とボールの位置に基づいて、ボールの周辺を

責任をもって見るときとボールのないところを自任をもって見ると

きを区別できるように示している．

　　このことを理解すれば，リード・オフィシャルがそのポジション

　を占めるときの責任範囲と任務も同じように理解できるはずであ

　る.

5. 　両審判は，それぞれの責任範囲区分をよく理解しておかなければ

　ならないが、だれが見ても明らかなファウルやヴァィオレィション

　に対しては,責任範囲区分にとらわれずに判定しなければならない．
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4.3 トレイル・オフィシャルの位置取りと責任範囲

4.3.1 　プレイがバック・コートからフロント・コートに進められるとき

1. 　プレイがコート上を進行していくときは、トレイル・オフィシャル

は、通常はボールの左側の少し後ろで、ボールから３～５ｍ

ほど離れて追従していく.

2. 　突発的なインターセプションに備えて、いつでも逆の方向へ動く

ことができるように用意をしておく．

　このようなインターセプションがあったときでも、プレイヤーを

姓げかいように、またプレイに遅れることのないように，最善の努力をする.

4.3.2 　ボールがエリア１～エリア３にあるとき(図31～図36）

1. 　ボールがエリア①にあるときは、トレイル・オフィシャルは，ボ

ールとその周辺のプレイを責任をもって見る（図31，図32）

　特に、エリア１で攻撃側プレイヤーがドリブルをしていたりショ

ットやパスをしようとしていて、防御側プレイヤーがそのプレイを

防御しようとしていときは、そのプレイを責任をもって見ていな

ければならない．

2. 　ポールがエリア②にあるときにも，ボールとその周辺のフレイを

責任をもって見る（図33，図34）.

3. 　ボールがトレイル・オフィシャルの通常の位置から離れたエリア

③にあるときにも、ボールとその周辺のプレイを責任をもって見る．

　このような場合は、ボールから離れたところにいても、できるか



ぎりプレイを見極められる位置取りをする．(図35)

　必要があれば、自分の右側のサイド・ラインでのアウト・オブ・

バウンズの判定をくだす．

4. 　ボールがエリア③のスリー・ポイント・ラインに近いところにあ

るときは，そのボールがバスやドリブルによってエリア④やエリア

⑤に進められてからショットされることが多い．

　このようなプレイが起こりつつある場合は，トレイル・オフィシ

ャルはこのプレイに対応して左側に移動し，ボールから離れたとこ

ろのプレイを見るようにする（図36）.

5. エリア③のフリースロー・ラインの延長上付近（エリア３とエリ

ア４の境界,付近）からスリー・ポイント・ショットがなされるとき

はトレイル・オフィシャルが責任をもってそのショットを確認しな

ければならないが、ブレイヤーにさえぎられて見えにくい場合は，

リード・オフィシャルの協力が必要となる．

6. 　エンド・ラインと自分の右側のサイド・ラインについては原則と

して責任をもかないが，ボールがアウト・オブ・バウンズになった

ときに相手審判から協力を求められた場合は，その判定に協力でき

るように気を配っておかなければならない．
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4.3.3 　ボールがエリア４～エリア６にあるとき　(図37、図38)

1. 　ボールがトレイル・オフィシャルのからもっとも離れたエリア４に

あるときは、トレイル・オフィシャルは、ボールとその周辺のプレイ

を見るのではなく、ボールのないところのプレイを責任をもって

見る　(図37、図38)

　特にオフ・ザ・ボールのロー・ポストで起こるスクリーン・プ

レイに注意をはらう．

2. 　パス，ドリブル，ショットによってボールがバスケットやエン

ド・ラインのほうへ向かったときは，プレイヤーと相手プレイヤー

の間のスペースをより見きわめられるように，トレイル・オフィシ

ャルもプレイに合わせてフリースロー・ラインの延長上付近の適切

な位置まで踏み込むことがもっとも重要である．



3. 　ポールがエリア⑤（制限区域）にあるときだけは，両審判がボー

ルとその周辺のプレイ、特にショットについてを見ておかなければ

ならない（図39，図40)

4. 　ボールがエリア⑥のスリー・ホイント・ラインの内側（ツー・ポ

イント・エリア）にあるときは，トレイル・オフィシャルはボール

とその岡辺のフレイを責任をもって見る（図41）.

　しかし，ボールをコントロールしているプレイヤーがエンド・ラ

インに沿ってドライヴしたときには、リード・オフィシャルがその

フレイを責任をもって見るようにする.

　このような場合は、トレイル・オフィシャルは，ハイ・ホストや

ロー・ホストのフレイに特に注意をはらう．

5. 　ボールがエリア６のスリー・ポイント・ラインよりも外側（スリ

ー・ポイント・エリア）にあるときは．ボールとその周辺のプレイ，

特にショットについてを責任をもって見る（図42）.

6. 　どのような場合でも画審判の緊密な協力が必要とされる．

特にボールがエリア⑥にあり，そのボールがバスでほかのエリア

に移動したときには，ボールとその周辺のブレイを見る責任を引き

継がなければならないので，相手審判との緊密な協力がもっとも必

安とされる.

7. 　ショットがなされたときには，トレイル・オフィシャルは，ボー

ルがバスケットに入ったか入らなかったかを確認し，両チームのブ

レイヤーによるゴール・テンディングとインタフェアを責任をもっ

て見る．

　さらに，リバウンド・フレイを注意深く見守り，特にボールに対

して不利な位置からボールを取ろうとするフリースロー・ラインの

近くにいるブレイヤーに注意をはらう．

8. 　自分の左側のサイド・ラインに責任をもち，ボールがアウト・オ

ブ・バウンズになったときにはどちらのチームのスロー・インにな

るのかをはっきりと示す.
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4.4 　トレイル・オフィシャルの基本的な任務（図43）

1. 　図43に示されている網かけの部分が，トレイル・オフ了シャル

がボールとその川辺のプレイを責任をもって見る範囲である.

　濃い網かけて示されている部分は，両審判がボールとその周辺の

　プレイを責任をもって見る範囲である.

2. 　トレいレ・オフィシャルの基本的な任務には，次のことがあげら

れる.

(1)　ショットがなされたとき，そのショットがツー・ポイント・シ

　ョットであるかスリー・ポイント・ショットであるかを判定する.

　　

(2)　各ピリオド，各延長時限の競技時間の終わりや24秒の終わり近

　くにショットがなされたとき，それらの合図が鳴ったときボール

　がシューターの手から離れていたかどうかを判定する．

　　このような場合に得点を認めるか認めないかを判定すること

　　は、トレイル・オフィシャルの重要な任務である．
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(3)　ゴール・テンディングやインタフェアを判定する．

(4)　リバウンドで起こる触れ合いを判定する.

　　特にリバウンドのポールを取ろうとしている相手のうしろか

　　ら触れ合いを起こすプレイヤーに注意をはらう．

(5)　自分の責任範囲内でなされる、ボールがあるところのスクリー

　　ン・プレイおよびボールがないところのスクリーン・ブレイを判

　　定する.

(6)　ロー・ポスト付近の触れ合いを判定する．

　　　特に，ボールがないときにオフ・サ・ボールで起こるロー・ポ

　　スト付近の触れ合いに注意をはらう．

(7)　リード・オフィシャルから離れたところで起こるファウルを判

　　定する.

(8)　バスケットにドライヴを始めるときのトラヴェリングのヴァイ

　　オレイションに気をつける．

(9)　ゲーム・クロックや24秒計の表示に注意をはらう.

(10)　ボールが図43に示されている網かけのない範囲にあるとき，

　　ボールのないところのプレイを責任をもって見る.

図42



3. 　トレイル・オフィシャルの基本的な位置取りの原則は，次のとお

　りである.

(1)　トレイル・オフィシャルは，プレイに対応して絶えず位置を変

　　えていかなければならない．

　　　特にボールの移動に対しては必ず対応して動くこと

(2)　10人のブレイヤーをつねに自分と相手審判の２人の審判の視

　　野の中に入れておぐボクシング・イン(Boxing-in )"を心がけ

　　ておく.

(3)　ショット，ドリブル，パスによってボールがフリースロー・ラ

　　インの延長上よりもバスケットの近くに向かったときは，トレイ

　　ル・オフィシャルも，プレイに応じて踏み込んでそのプレイを見

　　るようにする.

(4)　攻撃側プレイヤーとその相手プレイヤーとの間のスペースを見

　　きわめる.
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4.5 　トレイル・オフィシャルヘの注意事項(まとめ)

1. 　プレイがコート上を進行していくときは，トレイル・オフィシャル

ルは、原則としてボールの左側の少しうしろで、ポールからおよそ

３～５ｍほど離れたところをプレイヤーと相手プレイヤーの間のスペース

ペースを見ながら追従して行く.そうすることによって現野が広く

なり、プレイによりよく対応することができる．

2. 　自分の左側のサイド・ラインとセンター・ラインについての責任

をもち、左側のサイド・ラインでのアウト・オブ｀･バウンズとボー

ルをバック・コートに返すヴァイオレイションを判定する．

3. 　８秒ルールの８秒が継親されるときには，バック・コートのアウ

ト・サブ・バウンズから行われるスロー・インの際に，残りの秒数

を両チームのプレイヤーに知らせる．

4. 　２４秒計に注意をはらい、ショットのあとやボールがアウト・オ

プ・バウンズになったときの24秒計の表示を確認する．

5. 　ボールがトレイル・オフィシャルから離れたコートの右側に進め

られ，その位置でドリブラーが近接して防御されているときには，

そのプレイを的確にとらえることができるように，必要なかぎり近

づいて見なければならない．

　そのような状況が解消されたときには，すみやかに通常のトレイ

ル・オフィシャルのボジションにもどる．



6. 　ショットされたボールが空中にある間に起こるゴール・テンディ

ングとインタフエアの判定について責任をもつ．

　スリー・ポイント・ショットがなされるときにはシューターの足

元を確認し、特にスリー・ポイント・ラインの近くからなされるシ

ョットについては、そのショットがスリー・ポイント・エリアから

なされたものかどうかを見きわめる．同時に，シューターと相手プ

レイヤーとの間のスペースをしっかりと見きわめ，ショットのとき

やそのあとに起こる触れ合いを判定しなければならない．
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7. 　パス，ドリブル，ショットによってボールがバスケットやエン

ド・ラインのほうへ向かったときは　トレイル・オフェシャルもか

ならずプレイに対応して踏み込まなければならない．このことによ

って，相手審判から見えにくいところをカヴァーすることができる

ようになる．特に　リバウンドのボールを取ろうとしている相手の

うしろから不当に触れ合いを起こすプレイヤーについて見きわめる

ことができる．

　しかし，通常はフリースロー・ラインの延長上よりもエンド・ラ

　イン側に近づく必要はない.

8. 　ボＴルがパス.されたりショットされたときは，そのボールを目で

　追う前にまず防御側プレイヤーの動作を見守らなければならない．

9. 　ボールがアウト・オブ・バウンズになったときに相手審判が協力

を求めてきた場合には，ただちに応えられるように準備しておく．

　このような場合のコミュニケーションの取り方については，ゲー

　ム前の話し合い（ブレーゲーム・カンファレンス）で取り決めをし

　ておかなければならない.

10. 　トレイル・オフィシャルからリード・オフィシャルに切り換わる

ときでも、進行方向や床を見てはならない.

　走りながらでもボールやプレイヤーから目を離さずに，肩ごしに

ボールやブレイヤーを見つづけていなければならない．

11. 　ボールとその周辺のプレイを責任をもって見ていなければならな

いとき，特に１対１のブレイが行われるときには，プレイヤーと相

手ブレイヤーとの間のスペースを慎重に見きわめなければならない.

12. 　各ピリオド，各延長時限の終わりまぎわにショットがなされたと

き，フィールド・ゴールを得点とするかしないかの判定をくだす．

　目に入れておきたいプレイをしっかりと見るために，つねに必要

と思われる位置に動かなければならない．
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６　リード・オフィシャルの位置取りと責任範囲

6.1　リード・オフィシャルの基本的な位置取りの考え方

1. 　リード・オフィシャルは、いつでもコート上を進行するプレイよ

りも先行していなければならない．

　したがって必然的に，全力でエンド・ラインまで動き、プレイ

が自分のほうに向かってくるような位置で待ち受けるようにしなけ

れぱならない．

　リード・オフィシャルは，プレイに対応して絶えず動き，位置を

変えていかなければならない．

2. 　エンド・ラインにいるときには，原則として自分の左側のスリ

ー・ポイント・ラインと削眼区域の右端（遠いほうの端）の間を動

く．通常は，この範囲をこえて動く必要はない．

　しかし，リード・オフィシャルは，この位置からいつもボールや

その周辺のプレイだけを見ていればよいというわけではない.

3. 　ゲーム中のさまざまな状況において，両審判ぱボクシング・イ

　ン”の原則に従って位置を占めなければならない．しかし，“ボク

　シング・イン¨をするときは，両審判は，かならずしも対角線上に

　位置を取らなくてもよい．
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4.6.2　ボールがエリア１～エリア３にあるとき（図44～49）

1. 　ボールがエリア①にあるときは，リード・オフィシャルは10人

　のプレイヤーが自分と相手審判の問にいるように位置を占め，ボー

　ルのないところのフレイを責任をもづて見る.

　　特に，スクリーン・ブレイに注意をはらわなければならない（図

44,図45）

2. 　ボールがエリア②にあるときにも　ボールのないところのプレイ

　を責任をもって見る．

　　このとき、ボールがバスケハトに向かってくるフ＼レイを到則して，

　それに備えることができるようにからだをボールのほうに向けてお

　く（図46，図47）.

3.ボールがエリア斜こあるときにも，ボールのないところのプレイ

　　　　　　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　－　　’-’･･

　を責任をもって見るが，エリア３からスリTﾆこ寸土y」ツシ.ヨット

　がなされたときトレイル・オフィシャルにその合図をして協力でき

　るようにつねにボールの位置を把握しておかなければならない．



　　通常は自分の左側のスリー・ポイント・ラインよりも外側へ動く

　必要はない．

　　エリア３にボールがあるときは，リード・オフィシャルは，ボー

　ル･のに置に注意しながら，ロー・ボスト付近にいるプレイヤーを見

　守る（|ﾇ148，図49）.

4.ゲーム中、ロー・ポスト付近にいるプレイヤーどうしの触れ合い

　が多く見受けられる．

　　これらの触れ合いが過度に粗暴なものにならないように，また審

　判がゲームをコントロールできなくならないようにすることは，リ

　－ド・オフィシャルの重要な任務である．

　　プレイヤーがコート士であらたな位置を占めようとしたとき，そ

　の動きを不当に妨げることはファウルである.

5.フリースロー・ラインの延長上とセンター・ラインの間にボール

　があるとき（ボールがエリア１～エリア３にあるとき）は，リー

　ド・オフィシャルはプレイヤーをボクシング・インするような位置

　を占め，ボールのないところのフレイを責任をもって見る．
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